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「生きる者」の「いのち」
旧約聖書ｆｌｌは記第２章第３章を読む

相 浦 和 生
ＦいのちＪには、上きている間、生別という意

味があります（広昨苑）。であるとすれば、誕生と
タピの聞か「いのち」ということになります。「い
のち」の尊厳。このテーマを与えられて、堅占は

どうであったかと今一度創世記を読んで見ました。

１。人間は死なない存在として創造された

「土なる紳は、土（アダマ）の雌で人（アダム）

を形づくり、そのり、に命の息を吹き人れられた。

人はこうして上きる嗇となった」（２：７）。

ここでの「生きる者」は、ネフェシュ・ハイヤー

（１日約聖書の言語はヘブル語です）、川ち「命あ

る ネ フ ェ シ ュ 」 で す。 ネ フ ェ シ ュ は 、 肉 と 区 別 さ

れた霊、魂というよりも、人間存在、全人ロｊ心味

に 近 いで す か ら 、 「 牛 き る 軒 」 は 、 生 ける 人 格 的

存在と解していいと思います。
エデ ン の 園 が 「 生 き る 者 」 の 生 活 の 場 と な り ま

した。園では全てが自山だったのですが、ただ一

つ、「ぞ乍、巴の知識の木からは、決して食べてはな

らない」（２：１６～１７）という神の禁｜ｌｌ命令があ

りました。＝；Ｑ’ｉ悪乙・分｜｜識の木から「食べると必ず死

んで し ま う 」 と い う の か そ の 理 由 で す。 こ の 段 附

で人間の死は未だ謡られていません。人地ｆ｝｜」造呻

話 に お いて、 呻 は 人 間 は 死 な な い 存 在 と して 朗 読

されたのです。

２。人間は自らの罪の故に死ぬ存在となった
「生ける抱」は糾Ｉの禁ＩＬ命令を破りました。蛇

が「（善忠の知識の木から食べても）決して死ぬ
ことはない」と「心きる若」を誘惑したからです。

その結果、死が人閻に人り込んできました。「今
は、手を仲して命の木からも取って食べ、水遠に

心きる者となるおそれがある」（３：２２）。生と
同様、死を創造されたのは神ですが、死を生の巾

に引き込んだのは川ｎ】自身なのです。人間は死ぬ

作在となりました。神の命令に背いたからです。
聖μはこのことを罪といっています。無論、「生

きる者」には、生きることか何で、死が何である
かはわからなかったでしょう。

３。死ぬ存在としての人間と命の木の関係について’ヘ
エデンの園には、善悪の知識の木の他に「命の

木」がありました。命の木は、その名の通り、そ
れを食べることによって水遠のいのち（不死のこ

と）を疲糾できる木のことですが、堕罪以前には
人間は未だ死ぬべき運命を批っていなかった故に

「生きる者」にとって魅力はなく、従って禁断の
・１Ｚヽ要はなかった訳です。ところが、人間が死ぬべ

き存在になったために、「今は、手を仲して命の

木からも収って食べ、永遠に生。きる嗇となるおそ
れがある」（３：２２）ということで、神は命の木

に至る道を守るために、「生きる嗇」をエデンの

束に追放されたのです。エデンの束とは、罪の怯
ＩＦのドにある現実の人１即ｔｌ：界のことをいいます。

紳は「生きる者」を追放しましたか、命の木は べ
破棄されませんでした。このことは、永遠の命へ
ひｊｌｌｆ能性は人間の内にはないげれども、神の恩寵

（冲の愛といってもいいと思います）として残さ

れているということです。
エデンの園は失楽１詞となりました。火楽園の火

とは、人川が神の祝柚としての「いのち」を放棄
して、死ぬべき存在となったということです。キ

リスト教徒は、呻が十イエス・キリストの十字架
の死と陽吉１こ雷頁畠音を辿して死をｒ克川し、永遠のい
のちにキらぜる道を回復してドさったというに仰

に牛港ています。「いのち」は誕生と死の間だけ
のことではないのです。

（日本基督教川名古屋中央教会牧師）
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相談員の養成講座は人間関係基礎訓練で始まり

ます。電話相談員になるための最初の研修が、カ
ウソセリングでも電話相談のロールプレイでもな

く、なぜ人間関係のトレーニングなのでしょうか。

第一には、いのちの電話の相談は、顔も見えな
い利用者との対話の中で、本当に信頼される人間

関係を結ぶ能力が必要とされるからです。
第二にニは、現在いのちの電話には約１４０名の相

談員がいますが、このボランティア活動のために
は相談員の組織化が必要で、様々な仕事

を分担する活動グループや相談員相互の
サポートグループが働いています。これ
らのグループがうまく機能するためのりー

ぐ？｀ダーシップやチームワークの訓練も大切

だからです。

第三には、相談員の方々が長くポラソ
ティアとして活動を続けていくためには、

家族や職場や友人の支えを必要としてい
ます。相談員には匿名の原則があるので

相談員であることを安易に明かすことは
できませんが、普段から良好な人間関係

を築いておくことが必要だからです。
第四には、基礎訓練の特長である「体

験学習」にあります。体験学習によって
「体験からの学び方」をマスターしてお

けば、実際に相談員になったあとで有効
です。相談電話の一つ一つの体験を通し

ｒヽて自分自身を成長させることができるか＾゛らです。

「体験から学ぶ」というと簡単に思い

ますが、私たちにとって日々の体験は体

体験から学ぶためにはまず「やってみる」こと
です。例えば誰かと話をしたとしましょう。やっ
てみるといろいろなことに「気づき」ます。例え

ば、話をしているといつの間にか相手が目を伏せ
て発言しなくなっているのに気づいたとします。

自分で気づけないことは他者からの指摘を受ける
とよいでしょう。気づくと次に相手がどうして話

さなくなってしまったのかを「考え」ます。自分
が相手の話を最後までよく聴かずに『それは違う！』

人
間
関
係
基
礎
訓
練
の
意
味

山

人

験としてあるだけで、そこから学んでいるという

感覚はほとんどありません。おそらく体験から学
ぶ方法を明確に意識していないことが体験から学
ぶことを少なくさせている原因の一つなのです。

と言ったために、相手は話す気が無くなっ
てしまったのかもしれない、などと分析

できるでしょう。次のステップは分析し
た結果を用いて変革のための「計画を立

てる」ことです。例えば今後からは人の

話は最後まできっちり聴こうとか、『違
う』とか『駄目』などという評価的な言
動はしないようにしよう、などと計画を
立てることができます。そして今度は相

手の話を最後まできちんと聴くことを
「実行」します。この実行は「やってみ

る」そのものですから、そこから２巡目
のサイクルに入ることになります。この

ようにしてこのサイクルを何度も巡ると
「成長」が起こるわけです。

体験から学ぶのが難しいとすれば、こ
のサイクルの矢印の所に障害が起こって

先に進まなくなるからです。最初の矢印
の所は気づきが少ないという障害ですが、

それは「感受性」の乏しさが原因してい
ます。次の考える段階に進むには「分析

力や思考力」が必要になります。さらに
進んで計画を立てるためには「参画する姿勢や自

我関与の態度」が必要になります。最後の実行に
移るには「行動力や勇気」が必要です。どの一つ
が不足しても体験学習のサイクルは停止してしま
い、体験は体験しただけに留まってしまいます。

もし私たちが基礎訓練で学んだ「体験から学ぶ

方法」を丁寧に実行したら、たった一本の電話か
らもたくさんのことを学ぶことが出来るぱずなの
です。

（訓練委員南山短期大学人間関係科教授）
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１ ９ ９ ４ 年 度 事 業 報 告

愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、ご理解とご支援を賜ります賛助会員、賛助法人並びに寄付者の
皆さまに、心よりの感謝を申しあげますとともに一年を通して休みなく奉仕を続けて下さいます相談員の方々

にあらためて敬意と感謝を申しあげ、ここに１９９４年度の事業報告を記させて頂きます。

理 事 会
評 議 員 会
三委員長会
財務委員会
訓練委員会

理 事 会 報 告

３回

３回

２回

４回
１１回

１９９４年度の主な集会

総務・１０周年記念事業合同委員会

愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー ク

フリーマーケット

フォーラム

１０回

８回

１回

１回

開局以来第９年目の年となりました１９９４年度は１年後に迫りました１０周年を控えて、記念事業の企画が次
第に固まり具体的な準備に勁き出すとともに、この機会に開局以来の念願であります２４時間相談体制の実現

をめざして、内部的にも又外部に向っても真摯な動きが見られ、期待と結実が次年度に引き継がれることに

なりました。

相談員養成講座は前年度９月にスタートした第８期養成講座の後半期を実施完結するかたわら、相談員の

継続研修、スーパービジョンに今年度も、力を入れて実施することが出来ました。ボラソティア相談員諸氏
の熱意と訓練指導に奉仕頂きます講師の方々のご尽力に深い敬意と感謝を表はす次第です。

電話相談総受信件数は年間１２、！３７５件、開局以来の総受信件数は：１２０、３６４件に達しました。この年度内には、
西尾市内にいじめによる中学生の自殺事件が発生、全国的な社会問題となりました。又阪神地方は大きな災

害に見舞われました。いのちの電話に寄せられる社会の期待や、又我々に課せられた使命の重大なことをあ

らためて認識させられることの多い年でもありました。

賛助会員は本年度も５６名の新入会者を与えられ、また法人賛助として、８７社より５０７万円にのぼる賛助寄

付を頂くことが出来ました。深刻な不況が続く経済環境の中にもかわらぬ資金上の支援をお寄せ頂きます各
法人、団体に厚く御礼申しあげます。愈々１０周年を迎えます機会に、個人、法人を問わずいのちの電話への

協力支援の輪が更に拡大されますよう願ってやみません。

理 事 長
理 事
監 事
評 議 員

相 馬 信 夫
豊田壽子、

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

笠 原 嘉 、 西 沢 信 正 、 水 谷 巍 、 長 岡 利 貞 、 木 本 精 之 一 助

内 河 恵 一 、 小 山 勇

笠 原 嘉 、 川 原 恵 、

長 岡 利 貞 、 向 田 正 俊 、

金 森 タ イ 、 渋 渾 治 子

常 務 理 事 木 本 精 之 助

木 本 精 之 助 、 相 馬 信 夫 、 豊 田 壽 子 、 西 沢 信 正

鈴 木 郁 雄 、 高 山 貞 美 、 水 谷 巍 、 渡 辺 宜 親
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総務委員会報告

今年度の大きな課題は２４時間体制についてでした。

相談員の中からもり上がってきた気運をふまえ、世
話人会で取組んで来られました。これを受けて場所
の問題を考えてきたわけです。一方、教会への社会

的期待が高まるなかで、いのちの電話の法人がいつ

迄も教会の場所提供に甘えるわけにはいなかいとい
う事情もあり、移転の問題が真剣に話合われました。

赤い羽根基金からの援助の目どはついたものの、土

地さがしはままならず、宗教施設とか、公有地の借

用とか探してきましたが、いまだ結論に達しません。

ｒヽ・賛助会員の募集は継続的な事業として、毎年取組
まれていますが、対象がだんだん枯渇して成果が思

うにまかせない状況がつづいていますが、その中で
は木本常務理事の人脈をたどっての拡大が際立って
います。

資金活動の一環としてリサイクルパザーを主催し
ました。真宗大谷派名古屋別院、通称東別院の境内

に１００店余りのリサイクル店が並び、３０００人程の人

出がありました。リサイクル誌の広告や中日新聞の

協力によってずいぶん人が集まるものです。こうし
た活動にくわしい長井運営委員らが地割線引きの準

備をし、当日は出店者から協力費を集めるわけです
が、これだけで約３０万円。また、向田財務委員長の

ラソオソズからの物品提供を頂き、当協会も店を出

しましたが、こちらも９万円の売上げがありました。

巴丿境内、駐車場、付属施設を丸一日無料で開放して
下さった別院の賜物であります。５月は雨で流れ残

念でしたが１１月には実施できました。２回目です。
十周年にむけて記念事業の準備は西沢理事を委員

長に早々と着手しました。ブラスバンドの記念コソ
サートは西沢委員長の手配ですすんでいます。いま

だ基本用語の整理すらついていない電話相談の方法

論について長岡理事らの手ですすめられています。
いのちの電話全国研修会を記念事業の一環として

平成８年１１月に召致することを決定しました。
１０周年の記念誌には草創期の方々、相談員一人ひ

とりの目をとおして１０年のあゆみをまとめようと準
備 し て い ま す 。 （ 総 務 委 員 長 水 谷 巍 ）

訓練委員会報告

☆かねて欠員中であった訓練委員会に、森崎康宣

氏（ＡＪＵ）と、長瀬治之氏（中部労災病院）の両氏

を迎えました。両氏とも臨床心理の専門家で、すで

に長くいのちの電話にかかわってこられた方です。

両氏の参加で委員会が活性化しました。今後の活躍

が期待されます。

☆第８期受講生２３名が１１月１日、めでたく認定さ

れました。３月までの継続研修は、この期の人のた

めにとくに「はじめて電話をとる」（長岡）と、

「電話相談の実際」（斉藤）の２グループが用意さ

れました。電話をとるときの不安と驚き、そのむず

かしさとやりがいなど、互いに話しあう中で、電話

をとる基礎と基本を体験の中から学びました。

☆２月に第９期電話相談員養成講座の募集をしま

した。２５名の応募者があり、そのうち２０名が養成講

座に参加することになりました。

☆登録更新のための研修会が３月末、３回にわけ

て開かれました。参加者は１４４名で、登録者は１２０

名です。今度の会は、会のもち方にも工夫が加えら

れ、話題提供者の短い発表のあと、グループに分か

れて話しあう形をとり入れました。率直かつ真摯な

話題提供に応えて、話しあいがいつになく盛りあが

りました。

☆スーパーバイザー懇談会が３月１７日開かれまし

た。バイザー３名、訓練委員７名が出席しました。

スーパーピジョンによる訓練の意義やあり方にはじ

まり、バイザーとしての問題点、バイジーヘの注文、

またバイジーからの要望事項などを中心に懇談しま

した。基本的にはこの訓練方法の有効性が確認され

ました。

☆十周年記念行事が目前に迫ってきました。これ

を充実したものにするため頑張りたいと考えていま

す。

（訓練委員長長岡利貞）
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財 務 委 員 会 報 告

１９９４年度の収支をご報告申し上げます。昨年度のわが国の景気は減税措置が実施されましたが、企業収益

は低迷し、個人の家計にも影響が出て参りました。この結果、収入は昨年度に続き予算を下廻り、事業費収
入では予算２、０４８万円に対し、７１７万円余の減収に終りました。

特に法人会費、寄付金（団体・個人）からのご協力の減少が予算を下廻る結果となりました。
このため、事業費の支１１１１１面は、家賃の増額などのやむを得ない項目は別にして、経費の節減に努力を致し

予算額の１、８０５万円に対して、１、３８１万円にとどめて参りました。然しながらこの収支の悪化に伴い、基金繰
入れの予算４００万円は達成することは出来ず、基本財産の利息収入のみにとどまり、年度末基金は、３５、２７１、

１０８円となりました。
９５年度の予算としましては、関係各位のご意見をいただき、検討を重ねました結果、今年度は創立１０周年

１９９４年度収支計算書

借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９４年度決算額 科 目 １９９４年度決算額
事業費支出

教育・訓練費
広報資
調査・研究費
渉外資
特別事業費
職員給与
賞与
賃金
退職金
法定福利費
福利厚生資
退職引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
消耗品費
備品資
営繕費
租税公課
拠出金
保険料
雑費
事業外支出

元利償還金
支払利息
繰入金支出
雑支出
固定資産取得額
積立金繰入

基金繰入

２ ， １ ７ ５ ， ４ ３ １
６ １ ７ ， ０ ３ ０
８ ９ ， ５ ６ ９

０
１ ０ ８ ， ４ ５ ７

５ ， ０ ４ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ４ ７ ０ ， ０ ０ ０

０
０

４ ４ ， ５ ３ ７
０
０

７ ０ ９ ， １ ９ ０
４ ５ ６ ， １ ７ ５
２ ２ ３ ， ２ ８ ６
２ １ ７ ， １ １ ０
６ ８ ， １ ８ ３
３ ０ ， ２ ４ ３
３ ９ ， ０ ０ ０
７ ， ９ ３ ３

２ ９ ３ ， ０ ０ ０
１ ７ ， ０ ０ ０

１ ， ０ ２ ０ ， ０ ０ ０
６ ８ ０ ， ０ ０ ０
１ ３ ０ ， ７ ４ ９

０
１ ０ ０ ， １ ０ ６
３ ０ ， ７ ２ ６

２ １ ０ ， ０ ０ ０
０

４ １ ， ６ ７ ５

０
０
０
０
０
０

７ ８ ６ ， ８ ０ ４

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
協力会費
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
後援会（個人）
後援会（団体）
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

繰入金
引当金戻入
設備資金借入収入
積立金戻入
受取利息
雑収入

５ ５ ０ ， ０ ０ ０
６ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ０ ７ ０ ， ０ ０ ０
５５，００１０

１ ， ７ ４ ０ ， ０ ０ ０
８ ５ ５ ， ０ ０ ０
４ ６ ８ ， ０ ０ ０

０
１ ５ ５ ， ０ ０ ０

１ ， １ ５ ２ ， ０ ６ ５
６ ７ ２ ， ０ ０ ０

１ ， １ ６ ０ ， ２ １ ０
０
０

４ １ ７ ， ０ １ ５
３ ６ ４ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

０
０
０
０

８ ２ １ ， ４ ７ ４
１ ３ ３ ， ０ ７ ０

小 計 １ ４ ， ６ ０ ６ ， ２ ０ ４ 小 計 １ ４ ， ２ ６ ２ ， ８ ３ ４

前期繰越剰余金
当期剰余金

４ ， ７ ３ ５ ， ４ １ ８
- ３ ４ ３ ， ３ ７ ０ 前期繰越剰余金 ４ ， ７ ３ ５ ， ４ １ ８

合 計 １ ８ ， ９ ９ ８ ， ２ ５ ２ 合 計 １ ８ ， ９ ９ ８ ， ２ ５ ２

- ６ -
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暫

の基金募集をお願い致しますこと、またこの為の記念行事を行なうこととなり、収支面からは通常の会費、

寄付金の他に、関係法人、個人からのご協力をお願いすることとなります。

収入予算については、事業費収入として２、１６４万円、基金繰入として２９０万円とさせていただきました。収
入については、公的団体への助成金の増額に努力をして参る考えであります。基金繰入れにつきましては、
１０周年募金で増加を考えておりますが、当初の福祉法人格取得については、早い機会に１億円達成の要請を

受けておりますので、この事情についてのご理解、ご協力をいただき度くお願い申し上げる次第でございます。

会員各位に対しましては、極力この事業について一層のご理解をいただき、資金面から、一日も早く２４時
間体制を確立することができる基盤を達成したいと考えおります。
この度の阪神大震災に対しまして、当協会から寄付金をお贈り致しました。また各位からの特別の募金に

ついてご協力をいただきましたことをご報告申し上げるとともにお礼申し上げます。

（財務委員長向田正俊）

１９９５年度予算

借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９５年度予算額 科 目 １９９５年度予算額
事業費支出

教育・訓練費
偕器皿と
調査・研究費
渉外資
特別事業費
職員給与
賞与
退職金
法定福利費
福利厚生費
退職給与引当金
旅費・交通費
通信費
電話料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
消耗品質
備品費
営繕費
租税公課
拠出金
保険料
雑費
事業外支出

固定資産取得額
基金繰入

３ ， ３ ０ ０ ， ０ ０ ０
７ ５ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ３ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ， ０ ４ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ４ ７ ０ ， ０ ０ ０

０
５ ０ ， ０ ０ ０
３ ０ ， ０ ０ ０

． ６ ０ ０ ， ０ ０ ０
８ ０ ０ ， ０ ０ ０
９ ５ ０ ， ０ ０ ０
２ ４ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０
５ ， ０ ０ ０

２ ９ ５ ， ０ ０ ０
２ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０
９ ６ ０ ， ０ ０ ０
１ ５ ０ ， ０ ０ ０
５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０
７ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

０
２ ， ９ ０ ０ ， ０ ０ ０

事業収入
助成金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
協力会費
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

繰入金
引当金戻入
積立金戻入
受取利息
雑収入

７ ０ ０ ， ０ ０ ０
７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
８ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ３ ０ ０ ， ０ ０ ０

８ ０ ０ ， ０ ０ ０
０

１ ６ ０ ， ０ ０ ０
２ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０
２ ， １ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ， ６ ３ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

０
０
０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０
１ ５ ０ ， ０ ０ ０

小 計 ２ １ ， ６ ４ ０ ， ０ ０ ０ 小 計 ２ １ ， ６ ４ ０ ， ０ ０ ０

当 期 剰 余 金
（翌年度繰越金）

０ 前 期 繰 越 剰 余 金
（前年度繰越金）

０

合 計 ２ １ ， ６ ４ ０ ， ０ ０ ０ 合 計 ２ １ ， ６ ４ ０ ， ０ ０ ０

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの咩
０１０年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９４年１２月）

１９８５年からの総受信数は１１７，２２４吽で，相談員との会話がなかった無言電話２８，７拓件をのぞくと相談電

話の受信数はＳ３８β０８件となります。（１９９４年１２月３１日現在）
１９９４年は１日あたり２６．４件の相談電話を受信しています。

（件数）

１８，０００

１？，０００

１６，０００

１５，０００

１４，０００

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

９，０００

８，０００

７，０００

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

１９８５．７～１９９４．１２

匝１無言
し 女 性 ；

§１１
１
１

Ｌ 』 男 性 ， ｙ -

蓉 ｜ミｊｌ

ｌ

偕
≒ １ ●

｜ヨミ 鸚願 ；`言
弥弥溺ヽ優・

』

５２２４
「

- ｄ

３９０５
朧 朧

・ ‥ べ 一 一

匹 ４３０６

…４７００ ３４６９
３８３６

４０９６ ４１２５
ゝ ゝ １ ゝ ゝ 心 〃 ♂ ♂

１

⑤爪、
１
「 ４０７１

１

ｓ％♂♂｀μり

図示削

言 ヅ 回 、

祁７３ -
｀ ゛ ． ｀ 、 ５ ゛ ｀ ｀ ．

６９７９ ｔ ♂ ％ ｌ ゝ ン ♂

５５１４
“゙５６７０ ・６０６９

１９０５ １ 七言 ４７１２ 寸土 -

，ぶ・、ｙｉ

４ ９ ７ ０ ５２０８

往訪， ． Ｓ ％ ％ ♂ ゛ ｀ 、 、 ｔ ｀ ゛ ゛ 綻 ｀

１４６５ 白白匹 ン；ａ．心、；ｌ

１９８５．７～

（件）３，９４３

１９８６

９，１６３

１９８７

１１，６４８

相 談 内 容

１９８８

１７，２１０

１９８９

１５，１１６

１９９０

１２，６４３

１９９１

１１，６８８

１９９２

１２，４９３

］９９３

１３，６８１

１９９４

１２，６２０

男 性 の 相 談 で 最 も 多 い の が 性 の 不 安 や 悩 み で、 そ の 細 か な 内 容 は 〔 性 の 疑 問 ・ 不 健 全 な 性 ・ 近 親

姦・性の病気の順〕で、全体の３１％をしめています。次に人生問題〔生き方・孤独・職業・性格・

自殺の順〕（１２％）、男女問題［肉体関係・恋愛・結婚・ボーイフレンド。ガールフレンドの順］
（１２％）、相談外［からかい、いたずら・テレホンセックス・非難の順］（１１％）となっており、こ

れらを合計すると６７％になります。

女性の相談は保健・医療が最も多く、〔心の不安・神経症的訴え・精神の病気・身休の病気の順〕
（２３％）、次に人生問題〔生き方・孤独・職業の順〕（１７％）、夫婦悶題［不満、不和一浮気・性生活・
離婚の順］（１５％）、家族問題〔相互理解・嫁姑・親戚・親離れ子朗れの順〕（１３％）となっており、
これらを合計すると６７％となります。
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○相談内容男女別の相談件数

（件数）

１，０００

９００８００

７００

６００

５００

４００

３００

２００

１００

０

口男性５，５１４件圖Ｉ翻女性４，１２５件

『；

’ … １

な
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○男女別・年代別の相談件数
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心 ｀

阪神大震災と「いのちの電話」
フリーダイヤルサービス

阪神地方をおそった人地震により被災された方々

に心よりお見舞申しあげます。

未曾有の大災害によって、糾１戸いのちの電話の

被害は甚人で、当初は２、３ケＪｊの閉鎖やむなし

と の 情 報 が 届 いて い ま し た が 、 関 係 軒 の 懸 命 の 努

力と近畿地区各センターからのサポートによって、

２月１３日から業務再開にこぎつけられました。

雲 災 の 直 後 か ら 、 救 援 物 貪 を 巾 心 に 、 全 川 か ら

援 助 の 手 が さ し の べ ら れ 、 今 後 も さ ま ざ ま な 援 助

が 必 要 と さ れ ま す が 、 こ れ ら 被 災 者 の 方 々 の 「 心

の ケ ア 」 「 心 の サ ポー ト 」 の 必 要 が 、 識 嗇 の 間 に

大 き な 話 題 と な って い ま す。 人 々 の 心 理 的 な 不 安

や、心の危機への対応は、いのち・７）電話に対する

社 会 の 大 き な 要 詣 で あ り 、 熱 い 期 什 で あ る と 七 え

ら れ ま す。 こう し た 状 況 の 巾 で、 郵 政 省 、 Ｎ Ｔ Ｔ

の 協 力 に よ って、 近 畿 ブロ ッ ク 内 の 「 い の ち の 心

話」にフリーダイヤルサーヴでスカ；開設されました。

闘叫、はりま、神戸のセンターに２月３「１より

（神戸は２月１３日より）被災地からフリーダイヤ

ルの電話が無料でかけられるようになっています。

関 匹 い の ち の 電 話 に か か っ て 来 た フ リ ー ダイ ヤル

に よる 相 談 は 、 関 西 、 京 祁 、 和 吹 山 、 余 良 の 各 い

の ち の 電 話 セ ン タ ー に 自 励 的 に 分 配 さ れて 広 範 川

ｉこｙ心語相談を受けとめられ、被び七嗇の悩みに応え

ようとしています。又このフリーダイヤルサーヴィ

スの周知徹底をはかる為に、ポスター、パンフレッ

ト筈の印刷物配布に個人や団休のボランタリーな

協力の奉仕のあったことも穣じられています。

災害の機会に、（いのちひ）’、拓冊」の働きが、あ

ら た めて 世 間 に 認 識 さ れ 、 又 社 会 的 に も 間 待 の 人

きいことか感じられます。
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ご援助ありがとうございます
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洲衛男
享 好

日本基督教団広路教会
日本基督教団名古屋北救会

安 山 武 夫

日 本 福 音 ル ー テ
ル 希 望 教 会
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田
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中

日 本 聖 公 会 一 宮 聖 光 教 会
日 本 基 督 教 団 東 海 教 会
カ ト リ ッ ク 日 比 野 教 会
日 本 聖 公 会 名 古 屋 聖 ス テバ ノ 教 会
名 古 屋 神 召 基 督 教 会
日 本 基 督 教 団 名 古 屋 中 央 教 会
日 本 基 督 教 団 名 古 屋 束 教 会
カ ト リ ッ ク 善 棚 教 会
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名古屋学院大学
宗教部

金城教会
社会委員会

カトリック
蟹江教会
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- １ １ -

金城教会社会委員会
日本基督教団愛知教会婦人会

川
下
村
野

生
山
西
水

日本基督教団南山教会
名古屋ＹＷＣΛ
宗教法人建中寺
カトリック五反城教会
日本基督教団豊田教会
金城学院
日本基督教団岡崎茨坪伝道所
日本基督教団愛知守山教会
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河

今 日 も 深 い 悩 み の 相 談 電 話 を 受 け て 、 重 い 心 で 家 路 に 急 ぐ 私 に 夜 の 街 灯 り に 映 し 出 さ れ た 白 い つ つ
じ の 花 が 語 り か け て く れ ま し た 。 私 が 生 ま れ 育 っ た 越 後 の 春 は 、 雪 ど け の 畑 か ら 黒 々 と し た 土 と 匂
い が 、 長 い 冬 ご も り の 終 り を 知 ら せ 、 ま ぶ し い ほ ど の 太 陽 が ぶ り そ そ ぎ 、 梅 も 桜 も 一 度 に 咲 き 出 す。
め ぐ り の 春 は 人 生 の 旅 路 に 於 て も 希 望 と な ぐ さ め と な っ て く れ て い る の で し た 。 ｌ ｔ 問 を 騒 が し て い

る オ ウ ム 教 の メ ソ バ ー 達 は 、 人 為 的 ス ト レ ス と 、 く り か え さ れ る 洗 脳 に よ っ て 、 テ レ ビ に 出 て く る
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英

人達でさえ能面よりも生気を失ってしまっている。自然にはぐくまれて商揚していく人問性からは遠く離れてい
るように見えました。知恵でない知識のつめ込み生活の躾の軽視。土にふれない人たちが大自然の静寂の中から
語りかけてくるものｉこ心耳を澄ませれば人知を越えた偉大なるものに出会え、大自然の存在は深く、雄大であり、
それに比べて人出ｊは小さく見えてくる。
連休に訪れた「生命山カトリック別院」は山道をのぽること４キロ、急にパッと視界がひらける。東阿蘇外輪

の山なみ、南に東熊本、その右手に金峰山がそびえ、西は玉名市と向こうに有明の海、島原半島、普賢岳は度々
の噴火で山肌が露出しているが美しい姿を見せている。自然にかこまれた生命山は静けさそのものでした。ここ
では生活のリズム、心のリズムが自然と調和するようになっていました。重かった心をいやされて、明日からの
電 話 も 心 を 開 い て 聴 い て 行 こ う と 思 っ て い ま す 。 （ Ｙ ． Ｓ ）

点

商

Ｌ４１

ク教会壮年会栄冠幼碓園
カト リ ッ ク 半 田 教 会
雪 の 聖 母 幼 稚 園

社 会 福 祉 法 人 東 海 テ レ ビ 福 祉 文 化 事 業 団 中 日 新 聞 社 会 事 業 団
上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
○印の方は：１９９４年度賛助会員募集運動に協力し入会してくださった方々です。

あさ子
豊 子
幹司郎

藤 よ し 子

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

１９９５年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいたたぎました。一同深く感謝いたしますと共
にご報告申し上げます。（順不同・敬称略）
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三 緒 子
由 美

丿戈マス・歳末募金
藤 よ し 子 社 会 福 祉 法 人 聖 霊 病 院
谷 塩 子 日 本 基 督 教 団 豊 山 教 会
嶋 剛 三 郎 日 本 基 督 教 団 敦 賀 教 会
井 瑞 子 日 本 基 督 教 団 鳴 海 救 会
田 夏 江 日 本 基 督 教 団 桜 山 教 会
原 慶 次 名 古 屋 Ｙ Ｍ Ｃ Λ

ゆ か り 日 本 基 督 教 団 名 古 屋 西 教 会
日本福音ルーテル希望教会

寄付金
子
子
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子久
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孝
正
紀

田
本
川
神

吉
浜
内
伊
川名山聖霊修道院
名古屋学院大学宗教部
名古屋共栄証券株式会社
〈法人賛助〉
林紙産業株式会社
〈助成金〉

岐阜カトリッ
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開局１０周年記念式・感謝会
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１７日

２４日
２５口

４ 月 ６ 日

８□
１４日

１５日

２７日
３ 川 ３ 日

１０川
１５日
１７日

２０日

２５日
２７日

２川１口

１０□
１３日

２０日

●ＳＪＳｊりＥ●ｇｊ

記 念コンサート
日時１９９５年１１月４日（土）１４：００～１７：００

場 所 名 古 屋 港 湾 会 館 ほ
新日鉄名古屋製鉄所吹奏楽団
岡崎市民吹奏楽団
野村勤（フルート演奏）

１Ｓ）９５年６月１Ｈ発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編 集 人 広 報 委 員 会

１９９５年初夏

記 念 出 版
電話相談ハンドブックを刊行する。

１０周年記念基金募集
募集期間１９９５年５月～１９９５年１２月末
・ - - 一 一 一 一 ・ - ・ - 一 一

一 一 ・ べ 賛 助 会 員 を 募 集 し て い ま す ］ ・ - - - ・ ・
○-０-ｏ一二・・６・・φ～６ミ心～言～６～今～φ～二ルペ言～言ｗＯ９言９φ～言⇒

ご協力を才備「ｔいします

い つ も 資 金 ボ ラ ン ティア と して 会 費 や ご 寄 付 を い

ただきイｊ・難うございまーナ。心から副けＬ巾し上げます。
ｌｉ，ＩＩ・」２，００（）万円の迎営穴金と具に，２Ｊ１人の屈金を

１０年間で１回川債ｊｊ乙の課題をｙえられております。

公はの皆様のｆｙｍｌのご支援と具に，会員川加の迎

動 に も お 力 を 添 えて ド さ い ま すよ う お 願 い し ま す。

以人とな‘っ ‘，仔付金の税法ｌｌ優遇措置が受けられま

す。，誠に失礼ですが拡込票を同封させていただきま

す。 ご 利 川 く だ さ れ ば 幸 いで す。
巾法人公費年，問５万円・１０万円・２０万円

（２）竹助会几口濯口口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円

（３）・般寄付はご自山な金額で結構です。

（４）夏期・年末寄付
口座名社会福祉２２ミ人愛知いのちの電話協会

以 小 長 相 馬 信 夫
目座盾じ東海銀行大ｉｌｔ町支店（普）４７７０２９

皿叩丿振替口座００８１０-８-５３７５８
お 問 い 介 わ せ は …

社ｊｔ？沿ｌｌ：法人愛知いのちの電話協会

㈲務局咩９７１-５１８１

- １ ２ -
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１１ｊ務翻公
ベルの会
皿事余・，冷議八余
訓練委は余
総務・１（）川年ｊｄ念小業忿同委い会
２４準＝術委八余
日本いのちひ）’・Ｌ乱Ｉ駈Ｅ盟理事余（人阪）
愛一知電話川談ネットワークの余
スーパーバイザー打今せ会
訓練委員公
登録更新町修会
金録更新研修余
総務・１０川年記念事業合同委員会
共同募金配分決定占交付式
ベルの会親睦会（東山荘）

財務委貝会
９ 刈 謡 術 二 叉 講 嗇 而 接
訓糾委員会
世話人会
総務・１０川印記念事業合同委八介
９間養ｌｊ父，ｌ，剔・Ｅ川講

中日新聞陸ぶ？ｊｌ沼印Ｉよ‘パ茂仁瓦捉公受領：

総務りＯ川り・・で１ｄ念小哭合同蚕・は会
愛一矢ｆｌ山詰川談ネ・・，トワー--クの会

事 附 ボ ラ ｙ テ ｒ ｙ 析 年 会
訓 緋 委 八 余

１ …

１川９日

２０１１
２３川

知・●ヾ・●Ｍ●ｒｒ●Ｍ●ｗを：

●』・』●-・・・・・●・・●Ｊ●・・・』ＩＩｓｌＩｌｇ●ｊ●ｊ・・Ｍ●Ｆ・●ｓ●Ｉ●』１・・ｌ

い の ち の 電 話 協 会 日 誌 ｊ ‥ … … … 、

- ． ． ． 、 、 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 、 、 ． ． 、 ． 一 一 ． ． 、 に ． ． 、 、 ． - 、 ． ． 、 、 ｊ ｌ

日時１９９６年１１月１５日（金）～１７日（日）
場 所 名 古 屋 国 際 会 議 場

日時１９９５年１０月２７日（金）１５：００～１８：００

場 所 ア イ リ ス 愛 知 （ 県 産 業 貿 易 館 南 隣 ）
名古屋市中区丸の内二丁目５-１０
記念式典と感謝パーティー

１０周年記念誌刊行
記念式にあわせて発刊する

いのちの電話全国研修会

ｊ

へ

へ

杜会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋束邱便局私書箱第２５７り

小務局登０５２ -９７１ -５１８１郵便振替口座００８１０一８ -５３７５８

札淡電話登０５２-９７１-４３４３東海銚行大津町支店（普）顛金日座４７７０２９


